
※実験研究室又は設備のどちらかを選択すること。

　　　年　　　月　　　日

　　　　　群馬大学産学連携・知的財産活用センター長　殿

所　　　属

職　　　名

氏　　　名

連　絡　先 TEL Eﾒｰﾙ

室又は設備の利用期間 　　　　　　　年　　　月　　　日　　～　　　　　　　年　　　月　　　日　(１年度以内の期間とすること)

共同研究実施の有無 　・　有り　　　　　　　年　　　月　　　日　　～　　　　　　　年　　　月　　　日（予定） 　・　無し

共同研究課題名

共同研究相手方の名称

実験研究室等又は設備

の利用を申請する理由

実験研究室等又は設備

を利用して実施する

研究の概要

実験研究室等又は設備 所　　　属 職名等又は学年と学籍番号 氏　　　名 連絡先：TEL＆Eﾒｰﾙ

を使用する利用申請者

以外の利用者

及び民間等共同研究員

を記載すること。

※民間等の研究員が

利用する場合は、必ず

共同研究契約の締結を

して下さい。

実験研究室等の利用の 　・　実験研究室１（102） 　・　実験研究室２（203） 　・　実験研究室３（302） 　・　プレゼンティーションルーム

場合は、利用する実験 　・　大型実験室（107） 　・　恒温恒湿室（204） 　・　クリーンルーム（303） 　　　兼教育研修室（301）

研究室等に○をすること。　・　防振室（108） 　・　暗室（207）

設備の利用の場合は、 ・　材料破壊挙動解析システム（102） ・　プラズマ基礎研究装置（203） ・　振動試料型磁力計（302） ・　一成分／位相ドップラー式粒子分析計（7号館104）

利用する設備に○を ・　クレーン設備（107） ・　接触角計（203） ・　トルネードチャンバー（302） ・　高速度ビデオシステム（原動機棟110）

すること。 ・　万能試験機（107） ・　トルネードチャンバー（203） ・　示差走査熱量分析装置（302） ・　赤外線熱画像装置（総合研究棟609）

・　複合表面分析装置（203） ・　二次元全自動分離同定システム（302） ・　PIV 信号処理器（7号館104）

・　その他（設備名を記載する。） ・　自動X 線回折装置（203） ・　熱分析システム（302） ・　パワーアナライザー（3号館3108）

・　フーリエ変換赤外分光光度計（204） ・　クリーンドラフトチャンバー（303） ・　分光蛍光光度計（材料工学科306）

・　生体・液体試料凍結観察システム（204） ・　バイオクリーンベンチ（303） ・　パルスNMR 装置（材料工学科604）

・　電子線マイクロアナライザ（機器分析ｾﾝﾀｰ101）

実験研究室等を利用し 品　　　名 規　　　格 数　　　量 設置工事の有無

て、設備等を持ち込む

場合は、記載すること。

※　記載する内容により，適宜様式の行数を変更して作成する。

※　入退館ＩＣカード貸与申請書も併せて提出すること。

※　利用報告書を提出すること（毎年度末、別紙書式）。

A棟（　実験研究室等　・　設備　）利用申請書


